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作用の中で生まれ、この相互作用の中で循環して
いるようなダイナミックなものであって、一過性
のものである可能性、個人の成長につながってい
く可能性もあるが、場合によっては持続し、抑う
つ、自傷行為、自殺行為といった精神科的問題に
つながるなど、その後の個人の成長・人生に何ら
かの影響を及ぼす可能性があるもの」とする（以
下、図参照）。
４．精神保健福祉士が本件に関わっていく意義
　「普通」の子どもたちが抱える「生きづらさ」
を精神保健福祉領域で扱っていく意義を、先駆
的に若者向けの精神科早期支援事業を行っている
YMSC MIE（ユース・メンタルサポートセンター
みえ）の精神保健福祉士の活動をもとに考察した。
その結果、「生きづらさ」への支援に当たっては、
①予防的意義、②ソーシャルアクション、③若者
（子どもたち）がつながりやすい精神保健福祉サー
ビス構築の意義の３つの意義を見出すことができ
た。
　また、包括的・継続的な支援を行うための他職
種によるチームアプローチやアウトリーチの実践、
①～③の事柄を結び付け、より良い支援を行う上
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でも、精神保健福祉士が持つパイプ機能が有効で
あり、ここにも意義を見出すことができるだろう。
５．今後の課題
　本論文は、「普通」の子どもたちが抱える「生
きづらさ」には不明確な障壁が存在し、それ故
に苦しみを覚えることを受けて、それを明確にし、
精神保健福祉領域で扱っていく意義についても述
べたが、そこには障壁やメカニズムを明確にする
ことによって、自ら子どもたちに「生きづらさ」
というラベリングを行ってしまうという自己矛盾
が生じている。
　また、学校を基盤としたソーシャルワークとし
て既にスクールソーシャルワーカーが存在して
いる。精神保健福祉士が学校現場や地域にアウト
リーチを実施するにあたって、双方がどのような
役割を持っているのか区別し、本件に対して精神
保健福祉士が発揮できる専門性とは何かを整理す
る必要がある。
　加えて、今回は「生きづらさ」を抱える「普通」
の子どもたちを支援するための具体的枠組みの確
立までには言及できなかった。これらの３点を今
後の課題とする。
